
にんしんSOSかごしま
ninshin-sos-kagoshima

私たちが相談員です

�相談実績

 2021年2⽉∼9⽉末までの相談は49件でした。男⼥⽐は、⼥性85％男性15％で、男性からの相談も多いことがわか

りました。年齢別では20代が⼀番多く、10代、30代とどの年代からも相談がありました。相談事例では相談員との

相談で終了するケースが多いものの、⾏政に繋いだ例などもあります。経済的な相談、パートナーとの関係性など複雑

な事例も多く、どうにも⽀援策が⾒つからないこともあり、私たち相談員も現実社会との狭間で葛藤しています。

Vo.1���2021.12

相談年齢相談内容(背景・複数選択あり) 相談⽅法

メール:32(65.3％)

電話17(34.7％)10代後半:13(26.5％)

10代前半:2(4.1％)

20代後半:4(8.2％)

値なし

20代前半:11(22.4％)

30代前半:６(12.2％)

30代後半:5(10.2％)

40代前半:1(2.0％)

50代後半:1(2.0％)

対応

HPはこちら

 今年2⽉、思いがけない妊娠の相談窓⼝“にんしんSOSかごしま”を

⽴ち上げました。

 誰にも相談できずひとりで悩んだ末の“⾚ちゃんの０歳０⽇死亡”が、

虐待死の報告の中で⼀番多いのが現状です。「⾚ちゃんの命を守りたい」

「⼥性を犯罪者にしたくない」そんな思いで始まりました。

 相談員は、県内の助産師５⼈が務めています。また、プロジェクトメン

バーには、⼤学教授、社会福祉⼠、養護教諭、ジャーナリストらも参加し

ています。

“にんしんSOSかごしま”は、⼀⽬で⾒つけてもらえるように検索しやす

いネーミングにしました。ホームページも漢字にはルビを振るなど、

分かりやすくする⼯夫をしています。

 今年は県や市町村、医療機関、⼤学・専⾨学校・⾼校などに、チラシや

カードを配布したほか、ラジオを通して周知に取り組んでいます。LINEや

インスタグラムなどSNSでの発信もしています。

  にんしんの「こまった」に寄り添い

�            ⼈をつなぎ、関係をつむぐ



研修会のお知らせ

知っておきたい性の知識

緊急避妊薬って知ってますか？�

重要なのは話を聞き、悩みに寄り添うこと

 「予期しない妊娠への相談対応研修」
 思いがけない妊娠の背景には、貧困問題や家庭内不和など

根深い問題を抱えた⼈も少なくありません。妊娠相談には、

医療⾯での知識に加え、社会制度などを活⽤した⽀援につなぐ

知識も必要です。 

 苦しんでいる⼥性たちに寄り添う⽀援⽅法を、⼀緒に学びま

せんか？

�

 とき ：2022年1⽉28⽇（⾦）10:00∼17:00

 ところ：⿅児⼤学・鶴陵会館ホール

���������������（⿅児島市 桜ヶ丘キャンパス）

 対象 ：思いがけない妊娠の⽀援に関わる専⾨職

 受講料：3,000円（テキスト代1,000円含む）

申し込み：専⽤フォームに⼊⼒

�

※複雑な背景を抱える⼈を⽀えるためには、⽀援する私たちも

横のつながりを作って、顔の⾒える連携を⼤切にしたいと考え

ます。

���コロナ禍での孤⽴が問題となる今だからこそ、対⾯の研修会

を企画しました。感染対策をしながら⾏いますので、多くの

⽀援者の皆さまのご参加をお待ちしております。�

※基礎編を受講された⽅は、アドバンス編が受講できます。

詳しくはSNSなどをご覧ください。

����相談事例では「避妊に失敗した」という声も寄せられます。その場合、

緊急避妊薬（アフターピル）の情報提供も⾏います。避妊しないで性交したり

コンドームが破れてしまった時など、避妊に失敗した場合に⾏う避妊法です。

 気になる性交後72時間以内に服⽤することで、妊娠を抑⽌できる効果が

期待できる薬です。ただし効果は８割程度と⾔われ、通常⾏う避妊法としては

不向きです。普段の避妊法には、他のより効果の⾼い⽅法を選びましょう。

 費⽤は医療機関によって異なりますが、健康保険は適⽤されませんので

1∼2万円ほどかかります。

 処⽅できる医療機関を探すには、厚⽣労働省のホームページにリストが掲載

されていて「厚⽣労働省／緊急避妊薬」で検索できます。ただ、医療機関が

遠かったり、休⽇で受診できず困る場合もあるでしょう。今、⽇本でも薬局で

処⽅箋がなくても買えるようにする動きが出ています。オンライン診療で即⽇

に郵送してもらえる医療機関もあるようです。

 問題は、未成年は利⽤できないこと！

 緊急避妊薬は、先進国に限らず世界90カ国で、処⽅箋なしに薬局などで買う

ことができます。価格も5千円未満のところが多く、若者には無料という国も

あります。

 ⽇本では1年間に、思いがけない妊娠61万件、⼈⼯中絶16万件、産んだ

その⽇に死なせてしまった⾚ちゃん22⼈。本当に⼼が痛いですね。私たちは

リプロダクティブヘルス･ライツが守られ、⽇本も、もっと⼥性たちに優しい

国になってほしいと願っています。


